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論文審査の要旨（400 字以内） 
動脈硬化のバイオマーカーとして注目されている soluble RAGE（sRAGE）と
endogenous secretory RAGE（esRAGE）の初期動脈硬化例における意義を検討し
た。sRAGE と esRAGE の両者とも低値群でメタボリックコンポーネントの重畳が
多く、総頸動脈最大内中膜複合体厚（IMT Cmax）値は有意に高かった。一方、
sRAGEのみが低値群で石灰化が多く、多変量解析では sRAGEでは BMI、年齢、高
感度 CRP が、esRAGE では BMI のみが規定因子であった。よって初期動脈硬化で
は両者ともメタボリック症候群、炎症に関連し、IMTCmaxの増大に関連して低値
を示したが、sRAGEのみが石灰化と関連しており、両者の性格が若干異なる可能
性が示唆された。 
 本研究結果は、RAGEがメタボリック症候群のバイオマーカーとして有用である
ことを示唆しており、頸動脈肥厚や頸動脈石灰化と関連することは、メタボリ
ック症候群が動脈硬化の危険因子であることを考え合わせると興味深い結果で
あるといえる。今回対象となったのは脳ドック受診者であり、脳卒中や一過性
脳虚血発作の既往がないが、今後は RAGEの異常がこれらの脳血管イベントの危
険度を示すバイオマーカーになりうるか否かを検証する前向きの縦断研究が必
要であると考える。 
 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に学務部医学部大
学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8 条] 
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